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報
告
会
の
中
で
左
記
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

市
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
〇　
水
郷
筑
波
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
整
備
事
業

　
〇　
新
治
地
区
小
中
一
貫
教
育
学
校
整
備
事
業

　
〇　
市
営
斎
場
整
備
事
業

　
〇　
土
浦
駅
前
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

　５月９日（月）・10日（火）に、平成28年度土浦市議会報告会が開催されました。
９日（月）は午後２時から本庁舎４階第３委員会室で、10日（火）は午後７時から新治地区公民館集会室で開催
され、本庁舎会場45名、新治会場41名 合計86名の参加のもと、事業報告と意見交換が行われ、様々な意見が
寄せられました。
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平成28年度土浦市議会報告会が
開催されました！！

【議会報告会（本庁舎）】

【議会報告会（新治地区公民館）】

＜平成28年第３回定例会のお知らせ＞
次回の定例会は、９月６日（火）から21日（水）に開催する予定です。

（一般質問は、12日（月）から14日（水））

＜議会を傍聴しませんか！！＞
　市議会本会議はどなたでも傍聴することができます。傍聴の際は、
受付（庁舎４階傍聴席入口）で、住所・氏名を記入して入場してく
ださい。ぜひご来場ください。

＜定例会のインターネット配信をしています！＞
　市議会では、インターネットによる録画配信をしています。「土
浦市議会事務局」と入力し、「本会議録画配信」を選択し、検索し
てください。
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平
成
28
年
度
の
事
業
の
内
３
つ
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

所
管
の
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
い
た
し
ま
し
た　

〈1. 性別〉

男　26人
63%

女　15人
37%

〈2. 年齢〉

70 代～　15人
37%

～ 20代　0人
0%

30～ 40代　3人
7%

50～ 60代　23人
56%

四中地区　16人
39%

三中地区　3人
7%

二中地区　0人
0%一中地区　3人

7%

新治地区　11人
27%

都和地区　0人
0%

六中地区　2人
5%

五中地区　1人
3%

その他（市外等）　5人
12%

〈3. お住まいの地区〉

〈4. 報告会について〉

ふつう　20人
50%

わかりやす
かった　10人

25%

わかりづら
かった　6人
15%

とてもわかり
やすかった　4人

10%

ふつう　18人
55%

わかりづら
かった　6人
18%

とてもわかり
やすかった　2人

6%

わかりやす
かった　7人
21%

〈5. 意見交換会について〉

〈6.報告会についての感想等〉
・報告事項に対する質問だけでなく，市政一般・議会活動全般についての意見質問があっても良いと思
う。
・非常に意味がある催しと思うので，今後も開催して欲しい。質問項目や人数を増やしてもらいたい。
・与えられたテーマの質問しか受け付けないのでは，到底開かれた意見交換とは言えないのではないか。
・質問や意見に対してあいまいな回答が多いと感じました。
・市民の意見を受けとめているのかどうか不明だった。
・１つ１つ委員会できちんと審議して回答をして公表して欲しい。
・議会として各事業について，どんな意見があったのか聞かせて欲しかった。
・市の執行部参加でないので無理があった。質問等したくてもできなかった。
・行政の説明だけでなく，問題点や課題を浮き彫りにして，市民に問題を投げかけてはどうか。
・各委員会の報告の添付資料が精密でない。報告の内容も理解しにくい。
・そもそも報告会・意見交換会とは何？ 議会そのものの意見を出してもらいたい。
・わかりやすい説明で良かったと思います。
・会場の設定も良かったと思います。
・初めて参加しましたが，自分達に身近な事ばかりで大変勉強になりました。
・気軽な気分でお話しを聞く事が出来て良かった。
・これからもこういう機会を作っていただけたらと思います。
・市民の直接参加によって非常に民主的である。
・聞きに来ている人が少なすぎると思った。
・初めての出席に感激。私どもとしても関心度を高めて参りたいと反省しております。
・市民の声に耳を傾けて下さい。何を言っても上から目線であり受け付けてもらえない雰囲気です。
・議員さんを目の前にして親近感があって良かったと思います。

今回の議会報告会では、各会場へ来場された方にアンケートを実施しました。
アンケートについては、１．性別　２．年齢　３．お住まいの地区　４．報告会について
　　　　　　　　　　　５．意見交換会について　６．報告会についての感想等

【アンケート結果】については、次のとおりです。

【
総 
務 
委 
員 

会
】
　平
石
　勝
司 

議
員

　
　
１
　
水
郷
筑
波
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
整
備
事
業

　
　
２
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

　
　
３
　
地
域
防
災
対
策
整
備
事
業

【
文
教
厚
生
委
員
会
】  

福
田
　一
夫 
議
員

　
　
１
　
新
治
地
区
小
中
一
貫
教
育
学
校
整
備
事
業

　
　
２
　
水
郷
プ
ー
ル
再
整
備
事
業

　
　
３
　
新
図
書
館
施
設
整
備
事
業
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
術
品
展
示
室
整
備
事
業

【
環
境
経
済
委
員
会
】
　下
村
　壽
郎 

議
員

　
　
１
　
市
営
斎
場
整
備
事
業

　
　
２
　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
　
３
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
事
業

【
都
市
建
設
委
員
会
】  

竹
内
　
　裕 

議
員

　
　
１
　
土
浦
駅
前
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

　
　
２
　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
３
　
配
水
管
施
設
整
備
事
業
・
老
朽
管
更
新
事
業



③　土浦市議会だより　Vol.222　平成 28 年 8 月 17 日発行

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
諸
先
輩
、

そ
し
て
同
僚
議
員
の
厚
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
第

48
代
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

改
め
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
土
浦
市
は
市
庁
舎
や
消
防
庁
舎
に
続
き
、
図
書
館

や
市
営
斎
場
等
の
使
用
開
始
も
間
近
と
な
る
な
ど
、

新
た
な
る
土
浦
市
の
姿
が
見
え
始
め
て
い
る
大
切
な

時
期
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
節
目
の
時
期
に
副
議
長
と
い

う
大
任
を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

議
長
を
補
佐
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
誠
心
誠
意

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

  

永
年
在
職
議
員
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、

永
年
在
職
議
員
と
し
て
２
名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

【
議
員
在
職
25
年
】
全
国
・
茨
城
県
　
内
田
　
卓
男

 

【
議
員
在
職
15
年
】
全
国
・
茨
城
県
　
柴
原
伊
一
郎

　

平
成
28
年
第
２
回
定
例

会
は
、
６
月
７
日
か
ら
21

日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

土
浦
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
や
平
成
28

年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
21
の
議
案
（
諮
問

を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
議
会
で
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
全
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
民
か
ら
提

出
さ
れ
た
請
願
陳
情
の
採
否

に
つ
い
て
も
議
決
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
請
願
陳
情
の
採

決
の
う
ち
、【
受
理
番
号
５
】

商
業
施
設
等
へ
の
期
日
前

投
票
所
の
設
置
（
新
設
・

移
設
）
促
進
に
関
す
る
陳

情
に
つ
い
て
は
、
陳
情
事

項
の
（
１
）
に
つ
い
て
の

み
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
陳
情
事
項
の
（
２
）
及
び

（
３
）
に
つ
い
て
は
４
頁
に

記
載
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、【
受
理
番
号
６
】

土
浦
市
立
幼
稚
園
の
廃
園

の
中
止
を
求
め
る
陳
情
に

つ
い
て
は
趣
旨
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

趣
旨
採
択
と
は
、

　

請
願
（
陳
情
）
の
願
意

に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
で

き
る
が
、
財
政
事
情
等
か

ら
願
意
を
実
現
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
な
ど
に
、

便
宜
的
に
趣
旨
に
は
賛
成

で
あ
る
と
い
う
意
味
の
議

決
の
こ
と
。

　

ま
た
、
13
日
～
15
日
の
３

日
間
で
、
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
12
人
の
議
員
が
市
執
行

部
に
対
し
、
市
政
一
般
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
５
頁
か
ら
。

〇
土
浦
市
副
市
長

　

五　

頭　

英　

明 

氏

〇
土
浦
市
固
定
資
産
評
価

委
員
会
委
員

　

羽　

鳥　

文　

勝 

氏

　

菱　

沼　

す
み
江 

氏

　

市　

原　

和　

弘 

氏

　

杉　

本　

勝　

征 

氏

　

櫻　

井　

智
佳
子 

氏

　

藤　

野　

安　

生 

氏

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　

簗　
　
　

幸　

子 

氏

議
案
質
疑
と
は

　

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
提
出
者
に
議
案
の
内
容
や

理
由
な
ど
の
疑
問
点
や
不
明

な
点
を
尋
ね
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
２
名

の
議
員
か
ら
の
議
案
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

【
竹
内　

裕
議
員
】

○
議
案
第
56
号

【
久
松　

猛
議
員
】

〇
議
案
第
56
号

討
論
と
は

　

議
案
に
対
し
て
賛
成
か
反

対
の
自
己
の
意
見
を
述
べ
ま

す
。
今
回
の
定
例
会
で
は
４

名
の
議
員
か
ら
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

【
竹
内　

裕
議
員
】

○
議
案
第
56
号
（
反
対
）

【
久
松　

猛
議
員
】

〇
議
案
第
56
号
（
反
対
）

【
島
岡
宏
明
議
員
】

○
議
案
第
56
号
（
反
対
）

【
松
本
茂
男
議
員
】

○
議
案
第
56
号
（
賛
成
）

● 

議
会
内
人
事 

●

　

各
常
任
委
員
会
及
び
広
報

広
聴
委
員
会
で
委
員
長
及
び

副
委
員
長
の
互
選
が
あ
り
ま

し
た
。

◎
総
務
委
員
会

　

委
員
長　

平
石　

勝
司

　

副
委
員
長　

島
岡　

宏
明

　

委　
　

員　

今
野　

貴
子

　

委　
　

員　

海
老
原
一
郎

　

委　
　

員　

吉
田　

博
史

　

委　
　

員　

矢
口　

迪
夫

　

委　
　

員　

久
松　
　

猛

◎
文
教
厚
生
委
員
会

　

委
員
長　

福
田　

一
夫

　

副
委
員
長　

塚
原　

圭
二

　

委　
　

員　

井
上　

圭
一

　

委　
　

員　

鈴
木　

一
彦

　

委　
　

員　

栁
澤　
　

明

　

委　
　

員　

松
本　

茂
男

◎
環
境
経
済
委
員
会

　

委
員
長　

荒
井　
　

武

　

副
委
員
長　

下
村　

壽
郎

　

委　
　

員　

篠
塚　

昌
毅

　

委　
　

員　

柴
原
伊
一
郎

　

委　
　

員　

川
原
場
明
朗

　

委　
　

員　

折
本　
　

明

　

委　
　

員　

沼
田　

義
雄

◎
都
市
建
設
委
員
会

　

委
員
長　

竹
内　
　

裕

　

副
委
員
長　

勝
田　

達
也

　

委　
　

員　

小
坂　
　

博

　

委　
　

員　

吉
田
千
鶴
子

　

委　
　

員　

矢
口　
　

清

　

委　
　

員　

寺
内　
　

充

　

委　
　

員　

内
田　

卓
男

◎
広
報
広
聴
委
員
会

　

委
員
長　

小
坂　
　

博

　

副
委
員
長　

平
石　

勝
司

　

委　
　

員　

荒
井　
　

武

　

委　
　

員　

福
田　

一
夫

　

委　
　

員　

竹
内　
　

裕

　

委　
　

員　

内
田　

卓
男

＜第２回＞
定例会で
決まったこと

議　
案　
質　
疑

討　
　
　
論

条
例
に
関
す
る
議
案

等
21
件
を
原
案
可
決

副
市
長
・
固
定
資
産
評

価
委
員
の
選
任
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
決
ま
る
！

一
般
質
問
に
は
12
人

が
登
壇

副
議
長

　
小 

坂 

　
博

内
田
　
卓
男
　

議
員

柴
原
伊
一
郎

　

議
員

〈
請
願
・
陳
情
の
受
付
け
〉

　
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
要
望
や
意
見
を
「
請
願
」

「
陳
情
」
と
し
て
常
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
定
例
会

で
取
り
扱
う
も
の
は
、
定
例
会
招
集
日
の
４
日
前
ま
で
に

提
出
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
請

願
・
陳
情
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

各議員の請願に対する賛否の状況
議員名

議案名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 27 28
賛　　

成

反　　

対

平
石　
勝
司

吉
田
千
鶴
子

荒
井　
　
武

福
田　
一
夫

井
上　
圭
一

久
松　
　
猛

勝
田　
達
也

塚
原　
圭
二

島
岡　
宏
明

今
野　
貴
子

下
村　
壽
郎

鈴
木　
一
彦

小
坂　
　
博

篠
塚　
昌
毅

柴
原
伊
一
郎

海
老
原
一
郎

栁
澤　
　
明

矢
口　
　
清

吉
田　
博
史

寺
内　
　
充

川
原
場
明
朗

竹
内　
　
裕

内
田　
卓
男

矢
口　
迪
夫

折
本　
　
明

沼
田　
義
雄

松
本　
茂
男

受理番号４　ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める請願の委員長報告に対して ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 23 3

賛成…○　反対…×　※賛否が分かれた案件のみを掲載。　※議長（矢口清）は採決に加わらない。

各議員の議案に対する賛否の状況
議員名

議案名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 27 28
賛　　

成

反　　

対

平
石　
勝
司

吉
田
千
鶴
子

荒
井　
　
武

福
田　
一
夫

井
上　
圭
一

久
松　
　
猛

勝
田　
達
也

塚
原　
圭
二

島
岡　
宏
明

今
野　
貴
子

下
村　
壽
郎

鈴
木　
一
彦

小
坂　
　
博

篠
塚　
昌
毅

柴
原
伊
一
郎

海
老
原
一
郎

栁
澤　
　
明

矢
口　
　
清

吉
田　
博
史

寺
内　
　
充

川
原
場
明
朗

竹
内　
　
裕

内
田　
卓
男

矢
口　
迪
夫

折
本　
　
明

沼
田　
義
雄

松
本　
茂
男

議案第２３号　平成２８年度土浦市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 2

賛成…○　反対…×　※賛否が分かれた案件のみを掲載。　※議長（矢口清）は採決に加わらない。

【訂正】	 議会だより№２２１号において、各議員の議案及び請願に対する賛否の状況に一部誤りがありました。
	 正しいものは、下記のとおりです。訂正し、お詫びいたします。
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今
定
例
会
で
は
、
新
規
の

請
願
１
件
、
陳
情
３
件
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願

１
件
の
合
計
５
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

不
採
択
と
な
っ
た
請
願
・

陳
情
に
つ
い
て
の
委
員
長
報

告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
理
番
号
18　

土
浦
市
の
子

ど
も
達
の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検

査
費
用
の
助
成
を
求
め
る
請

願
書付

託
先
の
文
教
厚
生
委
員

会
で
の
審
議
結
果
は
、
賛
成

多
数
に
よ
り
採
択
と
な
っ
た

が
、
採
択
と
す
る
委
員
長
報

告
に
対
す
る
本
会
議
で
の
採

決
結
果
は
賛
成
少
数
で
し
た
。

そ
の
た
め
改
め
て
、
不
採

択
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
採

決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
と

な
っ
た
た
め
不
採
択
と
決
し

ま
し
た
。

受
理
番
号
５　

商
業
施
設
等

へ
の
期
日
前
投
票
所
の
設
置

（
新
設
・
移
設
）
促
進
に
関

す
る
陳
情
書
（
一
部
採
択
）

【
総
務
委
員
長
報
告（
抜
粋
）】

陳
情
事
項（
２
）及
び（
３
）

に
つ
い
て
は
、
投
票
率
向
上

の
問
題
と
市
の
財
政
を
支
出

し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ー
ビ

ス
と
の
関
係
は
直
ち
に
結
論

を
出
せ
る
も
の
で
は
な
く
願

意
に
沿
い
難
く
不
採
択
と
決

し
ま
し
た
。

受
理
番
号
７　

常
名
運
動
公

園
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る

陳
情
書

【
都
市
建
設
委
員
長
報
告（
抜

粋
）】現在

策
定
さ
れ
て
い
る
計

画
に
基
づ
き
、
常
名
運
動
公

園
が
一
日
で
も
早
く
完
成
の
日

を
迎
え
る
た
め
、
最
大
限
の

努
力
を
続
け
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
陳

情
内
容
に
賛
意
は
見
い
だ
せ

ず
、
全
会
一
致
で
不
採
択
と

決
し
ま
し
た
。

請
願
陳
情
の
結
果

一
部
採
択
　
１
件

趣
旨
採
択
　
１
件

不
採
択
　
２
件

継
続
審
査
　
１
件

議案番号等 件　　　　名 上程年月日 議決年月日 結果

会期の件 28. 6. 7 28. 6. 7 原案可決

報告第 ９ 号 専決処分の承認について（土浦市固定資産評価審査委員会条例の一部を改
正する条例の一部改正について） 28. 6. 7 28. 6. 7 承　認

報告第10号 専決処分の承認について（土浦市税条例等の一部改正について） 28. 6. 7 28. 6. 7 承　認

報告第11号 専決処分の承認について（土浦市国民健康保険税条例等の一部改正につい
て） 28. 6. 7 28. 6. 7 承　認

報告第12号 専決処分の承認について（平成２７年度土浦市一般会計補正予算（第８回）） 28. 6. 7 28. 6. 7 承　認

報告第13号 専決処分の承認について（和解について） 28. 6. 7 28. 6. 7 承　認

報告第14号 専決処分の報告について（和解について） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第15号 専決処分の報告について（和解について） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第16号 予算の繰越しについて（平成２７年度土浦市一般会計継続費繰越計算書） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第17号 予算の繰越しについて（平成２７年度土浦市一般会計繰越明許費繰越計算
書） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第18号 予算の繰越しについて（平成２７年度土浦市駐車場事業特別会計繰越明許
費繰越計算書） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第19号 予算の繰越しについて（平成２７年度土浦市下水道事業特別会計繰越明許
費繰越計算書） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第20号 予算の繰越しについて（平成２７年度土浦市農業集落排水事業特別会計繰
越明許費繰越計算書） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第21号 予算の繰越しについて（平成２７年度土浦市土浦駅前北地区市街地再開発
事業特別会計継続費繰越計算書） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第22号 予算の繰越しについて（平成２７年度土浦市土浦駅前北地区市街地再開発
事業特別会計繰越明許費繰越計算書） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第23号 予算の繰越しについて（平成２７年度土浦市水道事業会計予算繰越計算書） 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第24号 土浦市土地開発公社の平成２８年度事業計画について 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第25号 一般財団法人土浦市産業文化事業団の平成２８年度事業計画について 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第26号 一般財団法人土浦市農業公社の平成２８年度事業計画について 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

報告第27号 株式会社ラクスマリーナの平成２８年度事業計画について 28. 6. 7 28. 6. 7 報　告

議案第52号 市議会の議決すべき事件に関する条例の一部改正について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案番号等 件　　　　名 上程年月日 議決年月日 結果

議案第53号 土浦市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第54号 土浦市老人デイサービスセンター条例の一部改正について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第55号 土浦市都市公園条例の一部改正について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第56号 土浦市立学校の設置及び管理に関する条例の一部改正について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第57号 土浦市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第58号 土浦市放課後児童クラブ条例の一部改正について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第59号 平成２８年度土浦市一般会計補正予算（第１回） 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第60号 平成２８年度土浦市下水道事業特別会計補正予算（第１回） 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第61号 土浦駅西口ペデストリアンデッキ整備工事請負変更契約の締結について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第62号 土浦市営斎場整備事業外構工事請負契約の締結について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第63号 財産の取得について（土浦市営斎場家具類購入） 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第64号 財産の取得について（土浦市営斎場葬祭用品購入） 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第65号 土浦市営斎場の指定管理者の指定について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第66号 市道の路線の認定について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第67号 市道の路線の変更について 28. 6. 7 28. 6.21 原案可決

議案第68号 平成２８年度土浦市一般会計補正予算（第２回） 28. 6.15 28. 6.21 原案可決

議案第69号 土浦駅北地区第一種市街地再開発事業施設建築物新築関連工事請負契約の
締結について 28. 6.15 28. 6.21 原案可決

議案第70号 土浦市副市長の選任の同意について 28. 6.21 28. 6.21 原案同意

議案第71号 土浦市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 28. 6.21 28. 6.21 原案同意

諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について 28. 6.21 28. 6.21 推　薦

委員会提出
議案第3号 土浦市議会会議規則の一部改正について 28. 6.21 28. 6.21 原案可決

土浦市議会副議長の選挙 28. 6.21 28. 6.21 選　挙

閉会中の事務調査について 28. 6.21 28. 6.21 原案可決

※色付き部分は賛否が分かれた案件

議案等議決結果

各議員の議案に対する賛否の状況  請願・陳情議決結果 

議
席
番
号

議員氏名

件　　　　　名
受理番号18
土浦市の子
ども達の甲
状腺エコー
検査費用の
助成を求め
る請願書の
委員長報告
(採択)に対
して	

受理番号18
土浦市の子
ども達の甲
状腺エコー
検査費用の
助成を求め
る請願書を
不採択とす
ることに対
して	

受理番号６
土浦市立幼
稚園の廃園
の中止を求
める陳情書
の委員長報
告(趣 旨 採
択）に対し
て

受理番号７
常名運動公
園計画の見
直しを求め
る陳情書の
委員長報告
(不採択)に
対して	

議案第56号
土浦市立学
校の設置及
び管理に関
する条例の
一部改正に
ついて	 	
	 	
	
	

1 平石　勝司 × 〇 〇 〇 〇

2 吉田千鶴子 × 〇 〇 〇 〇

3 荒井　　武 × 〇 〇 〇 〇

4 福田　一夫 × 〇 〇 〇 〇

5 井上　圭一 〇 × 〇 × ×

6 久松　　猛 〇 × 〇 × ×

7 勝田　達也 × 〇 〇 〇 〇

8 塚原　圭二 〇 × 〇 〇 〇

9 島岡　宏明 × 〇 〇 〇 ×

10 今野　貴子 〇 × 〇 〇 ×

11 下村　壽郎 × 〇 〇 〇 〇

12 鈴木　一彦 × 〇 〇 〇 〇

13 小坂　　博 × 〇 〇 〇 〇

14 篠塚　昌毅 × 〇 〇 〇 〇

15 柴原伊一郎 × 〇 〇 〇 〇

16 海老原一郎 〇 × 〇 〇 〇

17 栁澤　　明 〇 × 〇 × 〇

18 矢口　　清 ― ― ― ― ―

19 吉田　博史 〇 × 〇 〇 〇

20 寺内　　充 〇 × 〇 〇 〇

22 川原場明朗 × 〇 〇 〇 〇

23 竹内　　裕 〇 × × 〇 ×

24 内田　卓男 × 〇 〇 〇 〇

25 矢口　迪夫 × 〇 〇 〇 〇

26 折本　　明 × 〇 〇 〇 〇

27 沼田　義雄 〇 〇 〇 〇 〇

28 松本　茂男 × 〇 〇 〇 〇

賛　　成 10 17 25 23 21

反　　対 16 9 1 3 5

採決結果 否決 可決 可決 可決 原案可決
※ 賛否が分かれた案件のみを掲載。
※ 議長（矢口　清 議員）は，採決に加わらない。

受理番号 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果

受理番号18
土浦市の子ども達の甲状腺エ
コー検査費用の助成を求める
請願書

27.12. 1 28. 6.21 不採択

受理番号５
商業施設等への期日前投票所
の設置（新設・移設）促進に
関する陳情書

28. 6. 7 28. 6.21 一部採択
(陳情事項１)

受理番号６ 土浦市立幼稚園の廃園の中止
を求める陳情書 28. 6. 7 28. 6.21 趣旨採択

受理番号７ 常名運動公園計画の見直しを
求める陳情書 28. 6. 7 28. 6.21 不採択

受理番号８ 「所得税法５６条」の見直しを求める請願書 28. 6. 7 28. 6.21 継続審査

請願・陳情って？
　請願・陳情とは、国民が国や地方公共団体に対し一
定の希望を述べることをいい、内容について法上何ら
規定はありません。
　本市議会において取り扱い方は同じですが、請願と
して提出する場合、必ず議員の紹介が必要となります。
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Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】

　

土
浦
市
に
は
国
分
霊
園
、

並
木
霊
園
、
今
泉
第
一
霊

園
、
今
泉
第
二
霊
園
の
４
カ

所
が
あ
り
、
未
使
用
区
画
の

数
は
、
本
年
４
月
末
現
在
、

国
分
霊
園
で
は
２
千
23
区
画

の
う
ち
119
区
画
、
空
き
区
画

が
13
区
画
、
並
木
霊
園
で
は

345
区
画
の
う
ち
未
使
用
区
画

が
47
区
画
、
空
き
区
画
が
４

区
画
、
今
泉
第
一
霊
園
で
は

１
千
761
区
画
の
う
ち
未
使
用

区
画
が
396
区
画
、
空
き
区
画

が
46
区
画
、
今
泉
第
二
霊
園

で
は
１
千
582
区
画
の
う
ち
449

区
画
、
空
き
区
画
は
236
区
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
の
市
川
市
で
は
、

平
成
15
年
か
ら
市
営
墓
地
の

造
成
余
地
不
足
と
、
墓
地
の

跡
継
ぎ
不
足
か
ら
の
無
縁
化

防
止
と
し
て
、
墓
地
返
還
促

進
事
業
を
始
め
て
お
り
、
こ

れ
は
墓
地
使
用
料
の
一
部
返

還
と
引
き
か
え
に
墓
地
の
返

還
を
促
す
制
度
で
、
水
戸

市
、
東
京
都
、
静
岡
県
磐
田

市
の
４
自
治
体
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
土
浦
市
霊
園
条
例

で
は
、
霊
園
管
理
料
の
滞
納

に
よ
る
使
用
権
の
消
滅
、
使

用
許
可
の
取
り
消
し
、
墓
地

Ａ
【
教
育
長
】

土
浦
市
立
幼
稚
園
、
小
学

校
及
び
中
学
校
適
正
配
置
等

検
討
委
員
会
か
ら
幼
稚
園
の

適
正
配
置
の
提
言
を
受
け
、

平
成
24
年
４
月
に
土
浦
幼
稚

園
と
い
く
ぶ
ん
幼
稚
園
を
統

合
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

市
立
幼
稚
園
の
園
児
数
は
減

少
が
著
し
く
、
定
員
の
３
分

の
１
の
園
児
数
と
な
っ
た
た

め
、
改
め
て
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
当
時

の
保
護
者
と
こ
れ
か
ら
入
園

を
予
定
し
て
い
る
保
護
者
等

へ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
市
立
幼
稚
園
を
取
り
巻

く
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
整

理
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
明
ら
か
と

な
っ
た
現
状
と
課
題
に
対
応

す
べ
く
、
市
長
と
教
育
委
員

で
組
織
す
る
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
、
市
立
幼
稚
園
の

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
の

協
議
を
行
い
、
そ
の
協
議
結

果
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会

で
は
本
市
の
幼
稚
園
教
育
全

体
を
私
立
幼
稚
園
や
認
定
こ

ど
も
園
に
託
し
、
市
立
幼
稚

園
に
つ
い
て
は
将
来
的
に
廃

止
し
て
い
く
方
向
と
す
る
基

本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
ま

し
た
。

の
返
還
に
対
す
る
規
定
は
な

く
、
お
墓
を
撤
去
し
た
と
い

う
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
墓
地
の
使
用
権
は
あ

る
も
の
の
未
使
用
の
方
を
対

象
に
、
墓
地
の
返
還
が
で
き

る
旨
の
通
知
と
墓
地
返
還
に

対
し
て
の
意
思
確
認
を
行

い
、
返
還
意
思
が
あ
れ
ば
使

用
者
か
ら
の
返
還
の
申
し
出

を
積
極
的
に
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
子

化
・
核
家
族
化
・
跡
継
ぎ
世

代
の
欠
如
等
に
よ
る
昨
今
の

墓
地
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
ま

た
、
先
進
事
例
を
参
考
に
今

後
と
も
市
営
霊
園
の
適
切
な

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

を
土
浦
に
延
伸
す
る
と
い

う
市
長
公
約
の
12
月
議
会

答
弁
、
具
体
的
な
対
策
は

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行

後
の
現
状
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て

・
高
津
庁
舎
跡
施
設
利
活

用
に
つ
い
て
、
支
所
及
び

出
張
所
設
置
は

そ
の
後
、
学
区
審
議
会
や

総
合
教
育
会
議
等
で
協
議
検

討
を
重
ね
、
本
年
３
月
に
教

育
委
員
会
で
、
平
成
30
年
３

月
末
に
、
土
浦
第
二
幼
稚

園
、
都
和
幼
稚
園
、
大
岩
田

幼
稚
園
を
残
る
２
園
に
統
合

し
、
そ
の
４
年
後
の
平
成
34

年
３
月
に
土
浦
幼
稚
園
及
び

新
治
幼
稚
園
を
廃
園
と
す
る

土
浦
市
立
幼
稚
園
の
再
編
計

画
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の

案
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
や
各
幼
稚
園
で
説

明
会
を
実
施
し
、
参
加
者
か

ら
計
画
の
撤
回
や
延
期
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
立

幼
稚
園
が
現
在
抱
え
て
い
る

課
題
や
、
今
後
ま
す
ま
す
入

園
希
望
園
児
が
減
る
状
況
を

懸
念
し
、
こ
れ
を
先
延
ば
し

せ
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く
対

応
す
べ
き
も
の
と
考
え
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
少

し
で
も
充
実
さ
せ
よ
う
と
い

う
目
的
で
、
市
立
幼
稚
園
の

再
編
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

第
一
段
階
で
あ
る
３
園
の
廃

園
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

Ａ
【
市　

長
】

近
年
の
本
格
的
な
人
口
減

少
や
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
る
社
会
経
済
情
勢

の
中
、
行
政
運
営
の
効
率
化

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
民
間
に
お
い
て

担
う
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
優

先
し
つ
つ
も
、
積
極
的
に
民

間
活
力
を
活
用
し
て
、　

費

用
対
効
果
等
も
考
慮
し
な
が

ら
、
真
に
必
要
な
事
業
を
厳

選
し
た
上
で
、
計
画
的
で
、

戦
略
性
の
高
い
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん

Ａ
【 

都
市
整
備
部
長 

】　

利
用
し
や
す
い
魅
力
あ
る

公
共
交
通
体
系
の
実
現
を
目

的
に
、
土
浦
市
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
を
策
定

し
、
公
共
交
通
不
便
地
域
の

解
消
を
目
的
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
の
導
入
を
位
置

付
け
、
平
成
23
年
10
月
か
ら

平
成
26
年
３
月
ま
で
新
治
バ

ス
の
試
験
運
行
を
実
施
し
ま

し
た
。

新
治
バ
ス
の
運
行
結
果
を

踏
ま
え
、
平
成
27
年
２
月
に

地
域
の
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
を
導
入
し
た

い
と
思
わ
れ
た
時

に
、
必
要
な
事
項
を

記
載
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
導
入
の
手

引
を
作
成
し
、
相
談

窓
口
を
都
市
計
画
課

に
設
け
ま
し
た
。

こ
の
手
引
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

導
入
の
条
件
と
し

て
、
導
入
を
希
望
す

る
地
域
が
公
共
交
通

不
便
地
域
で
あ
る
こ

と
の
他
に
、
地
域
が

支
え
る
と
い
う
機
運

醸
成
の
下
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
利

用
促
進
を
図
る
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
運
行
の
た

め
自
治
会
や
商
工
業
者
等
で

組
織
す
る
運
営
委
員
会
の
設

置
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
が
主
体
と
な

り
、
持
続
可
能
な
運
行
を
図

る
た
め
、
運
行
経
費
の
３
割

を
運
賃
収
入
で
確
保
し
て
い

た
だ
き
、
３
割
に
満
た
な
い

分
に
つ
い
て
は
地
域
負
担
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

　

試
行
運
行
期
間
の
２
年
間

に
限
り
地
元
負
担
を
な
く

し
、
運
営
委
員
会
の
立
ち
上

げ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
は

と
の
こ
と
で
す
が
、
市
域
の

中
に
は
バ
ス
が
運
行
し
て
い

な
い
地
域
も
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
、

税
負
担
の
公
平
性
等
を
考
慮

す
る
と
と
も
に
、
受
益
者
負

担
の
原
則
か
ら
も
試
行
運
行

期
間
に
お
い
て
も
一
定
割
合

を
運
賃
収
入
で
確
保
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て

で
ま
い
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
再
編
計
画
に
つ

い
て
も
、
本
市
の
状
況
か
ら

私
立
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も

園
が
幼
稚
園
教
育
全
体
を
十

分
に
担
う
こ
と
が
で
き
る
と

判
断
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
を
現
在
よ
り
少

し
で
も
よ
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
で
、
再
編
計
画
を

実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

Ａ
【 

教
育
長 

】　

本
市
の
幼
稚
園
教
育
は
、

現
在
、
９
つ
の
認
定
こ
ど
も

園
を
含
む
15
の
私
立
幼
稚
園

と
５
つ
の
市
立
幼
稚
園
が
互

い
に
補
完
し
合
い
、
と
も
に

幼
稚
園
教
育
を
担
っ
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
私
立

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
建
学

の
精
神
に
基
づ
き
、
独
自
性

に
富
ん
だ
教
育
、
体
を
使
う

ス
ポ
ー
ツ
や
英
語
教
育
等
の

特
色
あ
る
幼
稚
園
教
育
を
提

供
し
て
お
り
、
そ
の
教
育
方

針
に
多
く
の
保
護
者
が
賛
同

し
、
市
内
の
全
園
児
数
の
約

９
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

全
て
の
幼
稚
園
で
の
幼
児

教
育
は
文
部
科
学
省
の
定
め

る
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ

く
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
市

立
で
も
私
立
で
も
幼
児
教
育

に
区
別
は
な
く
、
公
と
民
の

役
割
は
制
度
上
同
じ
で
あ

り
、
市
立
幼
稚
園
の
入
園
希

望
者
の
減
少
は
、
そ
の
役
割

が
少
な
く
な
っ
た
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
就
学
前
教
育
の
充
実
に

つ
い
て

・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
に
つ
い
て

一一一一一一一一一

質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般

一
般
質
問
と
は
　
　
市
政
一
般
に
つ
い
て
市
長
な
ど
の
執
行
部
の
考
え
、
方
針
を
質
問
す
る
こ

と
で
す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
を
一
つ
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
今
定
例
会
で
は
、
２
名
の
議
員
が
、「
一
問
一
答
方
式
」
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
質

問
に
つ
い
て
も
１
回
目
の
質
問
時
の
答
弁
を
掲
載
し
ま
す
。

竹　内　　裕
＜一括質問＞

井　上　圭　一
＜一問一答＞

久　松　　猛
＜一問一答＞

平　石　勝　司
＜一括質問＞

Ｑ　

市
営
霊
園
の
現

状
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ｑ　

公
立
幼
稚
園
廃

止
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Ｑ　

地
域
公
共
交
通

に
つ
い
て

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
導
入
に
当
た
っ

て
は
試
行
期
間
に

限
り
地
元
負
担
を

な
く
し
、
運
営
委

員
会
の
立
ち
上
げ

の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
こ
と
に
つ
い

て
を
伺
い
ま
す
。

Ｑ　

土
浦
市
立
幼

稚
園
の
再
編
計
画

に
つ
い
て「
公
」

と「
民
」
の
役
割
、

「
公
」の
役
割
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
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Ａ
【
教
育
部
長
】

本
年
で
第
26
回
を
迎
え
る

か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
兼

国
際
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、
平
成
３
年
に
市
制
50
周

年
を
記
念
し
開
催
し
て
以

来
、
第
５
回
で
は
全
国
盲
人

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
同
時
開
催

し
、
国
際
陸
上
競
技
連
盟
と

国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
の
公
認
を
得
る
な
ど
、
現

在
は
５
キ
ロ
、
10
マ
イ
ル
、

フ
ル
の
一
般
の
マ
ラ
ソ
ン
と

国
際
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
に
加

え
、
車
椅
子
レ
ー
ス
の
ほ

か
、
霞
ケ
浦
湖
畔
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
同
時
開
催
し
て
い

ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が

市
役
所
本
庁
舎
前
に
な
る

と
、
ス
タ
ー
ト
時
は
う
ら
ら

広
場
の
空
間
を
活
用
し
た
演

出
に
よ
り
ラ
ン
ナ
ー
及
び
応

Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】

地
球
温
暖
化
問
題
は
、
自

然
の
生
態
系
及
び
人
類
の
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
で
は
、
市
域
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
対
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
22
年
３
月
に
、
土

浦
市
地
球
温
暖
化
防
止
行
動

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
市
の
主
な
施

策
と
効
果
で
す
が
、
最
新
技

術
と
最
先
端
技
術
の
導
入
と

し
て
、
小
中
学
校
等
の
公
共

施
設
へ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
計
画
的
に
推
進
し
、
平

成
27
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
量
は
145
ト
ン
と
な
り
ま

す
。意

識
の
変
革
と
実
践
と
し

て
は
、
環
境
展
等
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及

啓
発
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
及
び
生
ご
み
の
分
別

収
集
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。低

炭
素
型
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
の
項
目
と
し

て
は
、
平
成
20
年
８
月
か
ら

第
４
水
曜
日
を
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
と
し
、
平
成
25
年

１
月
か
ら
は
、
毎
月
第
４
週

を
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
ウ
ィ
ー
ク

と
し
、
職
員
の
通
勤
時
の
自

家
用
車
利
用
を
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
、
徒
歩
へ
切
り

Ａ
【
都
市
整
備
部
長
】

本
市
の
景
観
形
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
に
指
針
と
な
る
景
観
計
画

を
策
定
し
、
同
時
に
景
観
条

例
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
に
は
公

共
施
設
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
公
共
サ
イ
ン
整
備
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
民

間
施
設
だ
け
で
な
く
、
行
政

が
行
う
施
設
整
備
に
つ
い
て

も
、
デ
ザ
イ
ン
や
維
持
管
理

に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
定

め
て
い
ま
す
。

景
観
整
備
に
は
、
効
果
が

あ
ら
わ
れ
る
ま
で
長
い
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
市
民
、

事
業
者
、行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
土
浦
ら
し
い
魅
力
あ
る

景
観
づ
く
り
を
協
働
で
進
め

る
と
と
も
に
、
既
存
の
施
設
、

設
備
に
つ
い
て
も
適
正
な
維

持
管
理
を
行
う
こ
と
で
美
観

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
え
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。ま

た
、
協
働
の
環
づ
く
り

と
し
て
は
、
平
成
24
年
度
よ

り
、
市
域
で
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
及
び
ご
み
の

減
量
等
に
率
先
し
て
取
り
組

む
事
業
者
と
土
浦
市
エ
コ

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結

し
、
協
働
に
よ
る
低
炭
素
社

会
づ
く
り
及
び
循
環
型
社
会

づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、

平
成
27
年
度
末
で
26
の
事
業

者
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。市

と
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継

続
、
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

源
で
も
あ
る
森
林
等
の
保
全

に
も
注
視
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
主
催
の
主
な
行
事
の

今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

・
農
業
公
社
の
今
後
の
方

向
性
を
伺
う
。

Ａ
【
建
設
部
長
】

市
で
管
理
し
て
い
る
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
つ
い
て
、
強
度

に
問
題
が
あ
る
も
の
は
、
適

宜
交
換
を
実
施
し
、
強
度
に

問
題
が
な
く
、
塗
り
直
し
が

効
果
的
な
場
合
等
は
、
景
観

面
を
十
分
考
慮
し
、
機
能
と

価
格
の
両
面
か
ら
検
討
し
た

上
で
対
応
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
の
草
刈
り
に
つ
い
て

は
、
幹
線
道
路
や
交
通
安
全

上
支
障
が
あ
る
箇
所
は
、
業

者
へ
の
委
託
、
道
路
補
修
事

務
所
の
直
営
作
業
に
て
清
掃

を
実
施
し
て
い
る
が
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
全
て
の
道

路
を
常
時
き
れ
い
な
状
態
に

維
持
す
る
こ
と
は
大
変
厳
し

い
の
が
実
情
で
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
区

住
民
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
道
路
の
草
刈
り
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
も
数
多
く
あ
り
、
市
と
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
取
り

組
み
が
さ
ら
に
広
が
る
よ
う

な
方
策
を
検
討
し
、
今
後
も

可
能
な
限
り
、
通
行
機
能
を

確
保
し
た
上
で
道
路
景
観
に

配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
協
同
病
院
移
転
後
の
真
鍋

地
区
活
性
化
対
策
に
つ
い

て
・
小
松
坂
下
交
差
点
に
つ
い

て　

Ａ
【
総
務
部
長
】

内
閣
府
に
本
部
の
あ
る
中

央
防
災
会
議
の
中
の
首
都
直

下
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
首
都
直

下
地
震
の
被
害
想
定
と
対
策

に
つ
い
て
」
と
し
て
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
地
震

は
今
後
30
年
間
に
70
％
の
確

率
で
発
生
す
る
と
予
想
し
て

い
ま
す
。

巨
大
地
震
の
１
つ
で
あ
る

首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
本
市
の
震
度
は
６
弱

と
予
測
さ
れ
、
防
災
の
指
針
で

あ
る
土
浦
市
地
域
防
災
計
画

で
は
、
本
市
の
被
害
想
定
は
、

推
定
死
者
数
は
約
60
人
、
負

傷
者
数
は
約
１
千
500
人
、
全

壊
家
屋
数
は
約
６
千
棟
、
避

難
者
数
が
約
６
万
人
で
、
う

ち
約
４
万
５
千
人
が
避
難
所

生
活
を
強
い
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

援
者
の
気
持
ち
が
１
つ
に
な

り
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、

本
大
会
や
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ー
ス

の
変
更
、
ス
タ
ー
ト
前
の
ラ

ン
ナ
ー
等
の
た
ま
り
場
所
、

仮
設
ト
イ
レ
、
更
衣
室
の
設

置
場
所
、
関
係
車
両
の
待
機

場
所
の
確
保
、
荷
物
預
か
り

方
法
の
変
更
等
の
問
題
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

ゴ
ー
ル
地
点
に
つ
い
て
は

現
在
の
川
口
運
動
公
園
以
外

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
ス
タ
ー
ト
位
置
を
駅
前

に
変
更
す
る
と
、
ス
タ
ー
ト

時
に
お
け
る
参
加
者
の
滞
留

場
所
の
道
路
延
長
が
長
く
な

る
こ
と
に
加
え
、
交
通
規
制

の
影
響
を
受
け
る
住
民
と
関

係
者
の
方
々
の
数
は
こ
れ
ま

で
よ
り
は
る
か
に
多
く
な

り
、
地
元
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
リ

ピ
ー
タ
ー
や
参
加
ラ
ン
ナ
ー

の
満
足
感
を
損
な
わ
ず
、
中

心
市
街
地
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
か
、
様
々
な
角
度
か
ら

土
浦
警
察
署
や
陸
上
自
衛
隊

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
を
始
め
と
す

る
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
今
後
と
も
調
査
研

究
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
地
域
防
災

計
画
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、

東
日
本
大
震
災
等
の
教
訓

や
、
首
都
直
下
地
震
の
被
害

想
定
等
を
踏
ま
え
、
震
度
７

の
地
震
や
広
域
的
な
災
害
を

発
生
さ
せ
る
地
震
を
想
定
し

た
防
災
対
策
の
確
立
を
図
る

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
の
熊
本
地
震
で
は
、
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
震
度
７
の

地
震
が
続
け
ざ
ま
に
２
度
発

生
す
る
な
ど
、
自
然
災
害
は

不
確
実
性
を
伴
う
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
被
害

想
定
を
超
え
る
よ
う
な
大
規

模
災
害
や
複
合
災
害
等
へ
の

対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
後
に
お
い
て
は
、
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
対
し
、
十
分
な
備
え
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
市
民
に
強
く
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
他

市
の
状
況
も
見
定
め
な
が

ら
、
本
市
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
と
、
減
災
に
向
け
て

の
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　【そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
耐
震
対
策
に
つ
い
て

・
公
共
工
事
看
板
に
つ
い
て

小　坂　　博
＜一括質問＞

下　村　壽　郎
＜一括質問＞

鈴　木　 一　彦
＜一括質問＞

今　野　貴　子
＜一括質問＞

Ｑ　
か
す
み
が
う
ら
マ

ラ
ソ
ン
を
中
心
市
街

地
活
性
化
の
た
め
に

市
役
所
前
の
ス
タ
ー

ト
は
で
き
な
い
の
か

につい
て
伺
い
ま
す
。　

Ｑ　

土
浦
市
地
球
温

暖
化
防
止
行
動
計

画
に
つ
い
て
の
今
後

の
具
体
的
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ｑ　

街
並
み
の
美
観

に
つ
い
て

　
現
在
の
土
浦
の
街

並
み
は
、
錆
付
い
た

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
歩

道
橋
、
雑
草
だ
ら
け

の
道
路
、
放
置
さ
れ

て
い
る
空
家
、
空
き

店
舗
等
、
美
観
が
損

な
わ
れ
て
い
る
箇
所

が
目
に
付
く
。
美
観

を
整
え
る
こ
と
も
移

住
者
促
進
や
観
光
客

増
加
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

Ｑ　

関
東
大
震
災
級

の
直
下
型
地
震
で
想

定
さ
れ
る
被
害
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
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Ａ
【
保
健
福
祉
部
長
】

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化

等
の
社
会
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
数
は
増
加
し
、
こ
れ
に
伴

い
、
近
隣
に
気
づ
か
れ
ず
亡

く
な
り
、
し
ば
ら
く
経
っ
て

か
ら
発
見
さ
れ
る
孤
立
死
と

呼
ば
れ
る
出
来
事
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

本
市
で
の
状
況
は
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
数
は
、
平

成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
約

３
千
人
と
捉
え
て
お
り
、
率

で
は
８
％
ぐ
ら
い
の
高
齢
者

が
ひ
と
り
暮
ら
し
と
捉
え
て

お
り
、
孤
立
死
さ
れ
る
方
も

年
に
数
件
把
握
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
事
業
や
乳
製
品
を
定
期
的

に
自
宅
に
お
届
け
す
る
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
愛
の
定
期

便
事
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
実
施
し
て
、
今
後
も
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
不
安
解

消
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
孤
立
死
は
、
人
間

関
係
の
希
薄
化
や
地
域
に
お

Ａ
【
都
市
整
備
部
長
】

土
浦
協
同
病
院
が
移
転
開

院
し
た
お
お
つ
野
団
地
の
中

央
を
通
る
都
市
計
画
道
路
の

田
村
沖
宿
線
を
、
神
立
東
方

面
に
延
伸
す
る
道
路
整
備

は
、
平
成
24
年
度
に
国
の
大

型
補
正
の
採
択
を
受
け
、
現

在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
国
道
354
号

の
お
お
つ
野
団
地
入
口
交
差

点
と
県
道
戸
崎
上
稲
吉
線
ま

で
の
延
長
約
２
千
メ
ー
ト
ル

を
優
先
整
備
区
間
と
し
、
こ

の
う
ち
、
お
お
つ
野
団
地
入

口
交
差
点
か
ら
白
鳥
町
の
市

道
１
級
13
号
線
ま
で
の
約
470

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
土

浦
協
同
病
院
の
開
院
に
合
わ

せ
、
去
る
３
月
１
日
に
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

残
る
区
間
に
つ
い
て
も
、

用
地
が
取
得
で
き
た
箇
所
か

ら
工
事
に
着
手
す
る
な
ど
、

工
事
の
発
注
時
期
や
工
程
を

考
慮
し
た
上
で
、
平
成
28
年

度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
未
買
収

の
用
地
も
あ
る
こ
と
や
、
近

年
、
国
の
道
路
整
備
事
業
の

支
援
金
配
分
額
が
著
し
く
低

い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
平
成
28
年
度
内
の
整
備

完
了
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
早
期
に
完
成
が

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
地

権
者
の
皆
様
と
用
地
の
交
渉

を
進
め
な
が
ら
鋭
意
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
神
立
駅
か
ら
土
浦

協
同
病
院
ま
で
の
移
動
手
段

と
し
て
は
、
65
歳
以
上
の
方

は
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で

利
用
で
き
る
の
り
あ
い
タ
ク

シ
ー
土
浦
を
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

民
間
バ
ス
路
線
の
新
設

は
、
病
院
利
用
者
の
利
便
性

に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
バ
ス

事
業
者
に
対
し
、
運
行
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
引
き
続
き

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す

が
、
バ
ス
が
運
行
す
る
に
あ

た
り
十
分
な
幅
員
を
確
保
す

る
た
め
、
道
路
整
備
に
つ
き

ま
し
て
も
早
期
に
完
了
す
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
神
立
駅
東
地
区
の
都
市

基
盤
整
備
等
の
面
的
整
備

及
び
協
同
病
院
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
を
含
む
一
体
的

整
備
計
画
の
必
要
性
の
提

唱
に
つ
い
て

Ａ
【
保
健
福
祉
部
長
】

成
年
後
見
制
度
に
は
法
定

後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度

が
あ
り
、
法
定
後
見
制
度
は
、

家
庭
裁
判
所
が
本
人
、
も
し

く
は
４
親
等
以
内
の
親
族
の

申
し
立
て
で
、
判
断
能
力
の

程
度
や
事
情
に
よ
り
、
補
助

人
、
保
佐
人
、
後
見
人
の
３

つ
の
類
型
を
決
め
選
任
す
る

と
い
う
制
度
で
、
任
意
後
見

制
度
は
、
将
来
判
断
能
力
が

不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
備
え
て
、
予
め
自
分
で

選
ん
だ
代
理
人
に
生
活
や
財

産
管
理
に
関
す
る
事
務
の
代

理
権
を
与
え
る
制
度
で
、
窓

口
は
、
公
証
役
場
に
な
り
ま

す
。平

成
27
年
中
の
成
年

後
見
制
度
の
利
用
状
況

は
、
全
国
の
申
し
立
て
件

数
が
３
万
４
千
782
件
、
利

用
が
認
め
ら
れ
た
も
の
が

３
万
４
千
496
件
で
、
こ
の
う

ち
茨
城
県
内
で
は
477
件
が
認

め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
62
件

が
市
町
村
長
の
申
し
立
て
で

す
。本

市
で
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

平
成
27
年
度
ま
で
の
市
長
申

し
立
て
件
数
は
９
件
あ
り
、

認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
も

の
が
４
件
、
知
的
障
害
者
が

３
件
、
精
神
障
害
者
が
２
件

Ａ
【
消
防
長
】

女
性
吏
員
の
雇
用
は
、
昭
和

44
年
に
川
崎
市
が
12
人
を
採

用
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の

後
、
東
京
都
、
横
浜
市
、
越
谷

市
を
始
め
、
平
成
27
年
４
月

現
在
、
全
国
で
３
千
850
人
の
女

性
消
防
吏
員
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。全

国
の
消
防
吏
員
に
占
め

る
女
性
の
割
合
は
2.4
％
で
、

警
察
の
8.1
％
、
自
衛
隊
の

5.7
％
と
比
べ
る
と
、
低
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
の
女
性
吏
員
の
状

況
は
、43
人
、割
合
で
は
0.98
％

で
、
本
市
は
、

現
在
は
２
人
、

総
員
185
人
中
女

性
の
占
め
る
割

合
は
1.08
％
と
い

う
状
況
で
す
。

女
性
が
救
急

業
務
に
携
わ
る

こ
と
に
よ
っ

て
、
女
性
の
傷

病
者
に
接
し
た

際
に
、
男
性
の

救
急
隊
員
よ
り

も
傷
病
者
に
抵

抗
感
を
与
え
な

い
こ
と
や
女
性

特
有
の
病
気
の

こ
と
等
も
女
性

隊
員
の
方
が
話

し
や
す
い
と
い

う
心
理
的
な
安

堵
感
を
与
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
火
災
や
事
故
の
現
場
で

も
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
に

優
し
く
配
慮
で
き
る
な
ど
、

柔
軟
性
を
持
っ
た
女
性
の
活

躍
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
消

防
防
災
体
制
の
向
上
を
目
指

す
た
め
に
、
性
別
に
関
わ
り

な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
２
月
か
ら
田
中
町
で

業
務
を
開
始
し
た
新
消
防
庁

舎
に
お
け
る
女
性
専
用
施
設

は
、
訪
れ
る
人
と
働
く
人
の

双
方
に
優
し
い
庁
舎
を
基
本

と
し
、
人
と
地
球
に
優
し
い

庁
舎
を
整
備
基
本
方
針
に
掲

げ
て
建
設
し
た
こ
と
か
ら
、

感
染
症
の
蔓
延
防
止
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
考
え
、

全
て
の
仮
眠
室
を
個
室
化

し
、
ま
た
、
女
性
専
用
ル
ー

ム
を
設
け
る
な
ど
、
女
性
の

職
場
環
境
に
も
十
分
配
慮
し

た
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
将

来
女
性
職
員
が
増
え
る
こ
と

を
考
え
、
最
大
12
人
の
勤
務

が
可
能
で
、
女
性
に
優
し
い

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
改

善
に
努
め
て
い
ま
す
。

け
る
地
縁
的
な
つ
な
が
り
の

希
薄
化
な
ど
も
増
加
の
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
開
催
し

て
い
る
介
護
予
防
事
業
と
し

て
の
各
種
運
動
教
室
等
を
ご

案
内
し
、
孤
立
感
の
解
消
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

孤
立
死
は
高
齢
者
ば
か
り

で
な
く
て
、
ど
の
世
代
に
も

起
こ
り
得
る
こ
と
な
の
で
、

関
係
各
課
と
の
連
携
や
地
域

と
の
協
働
に
よ
り
、
ひ
と
り

暮
ら
し
で
も
安
心
し
て
住
み

な
れ
た
住
ま
い
で
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
孤
立

死
な
ど
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
安
心
・
安
全
な
日
本
一

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

に
対
し
て
の
支
援
相
談
窓

口
に
つ
い
て

島　岡　宏　明
＜一括質問＞

松　本　茂　男
＜一括質問＞

川原場　明　朗
＜一括質問＞

福　田　一　夫
＜一括質問＞

で
、
後
見
人
の
類
型
は
、
保

佐
人
が
１
人
で
後
見
人
が
８

人
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
４
月
に
土
浦
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
「
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
つ
ち
う
ら
」
を

開
設
し
、
成
年
後
見
制
度
の

申
し
立
て
に
関
す
る
相
談
や

申
し
立
て
支
援
の
ほ
か
、
出

前
講
座
に
よ
る
制
度
利
用
啓

発
等
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

27
年
度
に
は
、
相
談
件
数
が

37
件
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は
、

将
来
的
に
弁
護
士
等
の
専
門

職
後
見
人
が
不
足
す
る
こ
と

に
備
え
、
市
民
後
見
人
養
成

講
座
を
開
催
し
、
10
名
の
方

が
修
了
し
て
お
り
、
間
も
な

く
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
法

人
と
し
て
後
見
を
受
任
す
る

法
人
後
見
に
も
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
成

年
後
見
制
度
利
用
の
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
お
り
、
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
つ
ち
う
ら
を

活
用
し
て
、
制
度
の
周
知
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
自

治
会
・
町
内
会
活
動
に
つ

い
て

Ｑ　

孤
立
死
の
予
防

対
策
に
つ
い
て

　
高
齢
化
や
核
家
族

化
に
よ
り
単
身
高

齢
者
世
帯
や
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
世

帯
が
急
増
し
て
い

る
中
で
、
わ
が
市

と
し
て
の
孤
立
死

の
予
防
す
る
為
の

対
策
を
お
考
え
か

伺
い
ま
す
。

Ｑ　

新
協
同
病
院
開

院
に
伴
う
神
立
駅

か
ら
の
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
及
び
通

院
の
利
便
性
向
上

の
課
題
に
対
す
る

喫
緊
の
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ｑ　
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て

（
１
）
こ
れ
ま
で
の

利
用
状
況
は

（
２
）
利
用
促
進
に

つ
い
て
伺
い
ま

す
。

Ｑ　
消
防
職
員
に
つ
い

て（１
）
女
性
職
員
に

つ
い
て

（
２
）
女
性
専
用
施

設
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

意外とグルメ、意外と便利、

　　意外と遊べる…などなど

意外と〇〇な土浦の魅力を

　　紹介するサイトへ　GO！

http//www.tsuchiura-pr.jp/



今
回
は
、
議
員
４
期
目
と

な
る
議
員
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す ≪連載企画≫

（議員の横顔）

議 員 の
ＹＯ・ＫＯ・ＧＡ・Ｏ

土浦市議会だより　Vol.222　平成 28 年 8 月 17 日発行　⑧

【
自
己
紹
介
】

現
在
は
土
浦
市
議
会
議
長

と
し
て
、
土
浦
市
議
会
基
本
条

例
の
運
用
に
基
づ
き
、
公
平
性
、

透
明
性
、
信
頼
性
が
確
保
さ

れ
た
分
り
や
す
い
議
会
運
営
に

努
め
て
い
ま
す
。
電
気
会
社
代

表
取
締
役
会
長
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

東
京
都
市
圏
内
に
あ
り
、

地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
大

変
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
農

業
も
盛
ん
で
美
味
し
く
新

鮮
な
野
菜
や
果
実
が
豊
富
で

す
。
東
京
へ
の
通
勤
圏
内
に
あ

り
、
地
元
に
も
生
活
を
支
え
る

仕
事
が
あ
り
、
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
で
す
。
ま
た
、
日
本
一の

花
火
大
会
が
あ
り
、
さ
ら
に
新

治
地
区
に
広
が
る
田
園
風
景
は
、

人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

平
成
16
年
４
月
、
私
の
議

員
活
動
の
出
発
は
、
新
治
村

議
会
議
員
で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ

ク
が
あ
り
、
政
権
交
代
、
東
日

本
大
震
災
、
常
総
市
の
水
害
、

熊
本
地
震
と
、
ま
さ
に
激
動
の

12
年
で
し
た
。

議
員
活
動
で
は
、仕
事
で
培
っ

た
生
産
技
術
、
品
質
管
理
、
顧

客
対
応
、
ク
レ
ー
ム
処
理
等
の

知
識
は
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

平
成
18
年
の
合
併
に
よ
り

土
浦
市
議
会
議
員
と
な
り
ま

し
た
。
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
大
型
社
会
資
本
整
備
が
行

わ
れ
、
ま
も
な
く
新
し
い
土
浦

市
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ

の
他
六
号
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線

化
や
大
岩
田
宍
塚
線
の
拡
幅

も
着
手
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
合
併
十
年
後
の
本

市
の
人
口
は
、
合
併
時
に
想
定

し
た
人
口
よ
り
２
万
人
も
減
少

し
て
お
り
、
本
市
で
も
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
展
を
し
て
い

ま
す
。

こ
の
12
年
で
議
員
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
議

員
を
見
る
目
も
厳
し
く
な
り

ま
し
た
。
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
、

謙
虚
を
モ
ッ
ト
ー
に
議
員
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

【
４
期
目
の
抱
負
】

議
会
改
革
に
不
断
に
取
り

組
み
ま
す
。
人
口
減
少
に
よ
り

地
域
の
活
力
が
失
わ
れ
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
す
る

地
域
も
出
て
き
て
お
り
、
地
方

創
生
を
最
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。
婚
活
支
援
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
作
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出

来
る
社
会
を
目
指
し
た
い
。
さ

ら
に
女
性
活
躍
社
会
の
実
現
、

つ
く
ば
市
と
の
合
併
推
進
、
つ

く
ば
Ｔ
Ｘ
の
延
伸
、
常
名
運
動

公
園
の
解
決
、
行
財
政
改
革
の

推
進
等
を
目
標
課
題
と
し
た
い
。

【
自
己
紹
介
】

自
分
で
は
若
い
つ
も
り
で
い

て
も
気
が
付
け
ば
い
つ
の
間
に

か
還
暦
を
過
ぎ
、
体
力
的
に
も

65
歳
と
い
う
年
齢
を
自
覚
さ
せ

ら
れ
る
時
が
ま
ま
あ
る
こ
の
頃

で
す
。
青
年
期
の
10
年
間
を
除

き
土
浦
で
暮
ら
し
て
き
た
半
世

紀
、
そ
の
歳
月
の
内
の
い
か
ほ
ど

が
地
域
に
貢
献
で
き
た
の
か
甚

だ
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

自
分
の
能
力
の
範
囲
内
で
は
何

と
か
頑
張
っ
て
き
た
の
か
な
と
、

甘
い
点
数
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

住
め
ば
都
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
地
理
的
に
も

気
候
的
に
も
自
然
環
境
面
で

も
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
調

査
で
の
評
価
は
決
し
て
高
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
の

課
題
を
除
け
ば
総
合
的
に
は

上
位
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

議
会
最
初
の
一
般
質
問
の

テ
ー
マ
が
宍
塚
大
池
に
キ
ャ
ン

プ
場
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
幼
少
期
に
お
け
る
自
然

体
験
が
そ
の
後
の
人
格
形
成

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い

う
文
科
省
の
調
査
報
告
も
あ

り
、
私
の
議
員
活
動
の
大
き
な

目
的
の
一つ
と
し
て
現
在
も
総

合
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
提
案
型
の
議
員
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
様
々
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
予

算
の
面
や
執
行
部
と
の
意
見

の
相
違
な
ど
で
、
日
の
目
を
見

ら
れ
な
い
案
件
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
あ
き
ら
め

る
こ
と
な
く
、
練
り
直
し
を
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
形
を
作
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
４
期
目
の
抱
負
】

「
地
方
議
員
の
本
分
は
行
政

の
監
視
役
に
あ
る
。」
１
期
目

か
ら
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。
誰
も
が
自

分
の
職
責
と
真
摯
に
向
き
合

い
全
力
投
球
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
立
場
に
よ
っ
て
そ

の
結
論
が
異
な
る
場
合
が
あ

る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
は
直
球
一
本
勝
負
で
、
執

行
部
と
摩
擦
が
起
こ
る
こ
と

も
多
々
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
が
、
最
近
は
い
く
ら
か

変
化
球
も
覚
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
投
球
術
を
磨

い
て
市
民
生
活
の
向
上
、
市
政

発
展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
自
己
紹
介
】

結
婚
を
機
に
土
浦
に
住
み

早
38
年
、
同
居
し
て
い
た
両

親
や
私
の
両
親
が
旅
立
ち
、
二

人
の
子
ど
も
た
ち
は
結
婚
し
、

孫
４
人
と
な
り
ま
し
た
。
私
は

結
婚
し
て
、
土
浦
の
地
域
の
皆

様
方
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
感
謝

の
心
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

水
と
緑
の
自
然
に
あ
ふ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
ず
、
水
郷

公
園
か
ら
眺
め
る
霞
ヶ
浦
に
登

る
日
の
出
や
霞
ヶ
浦
か
ら
眺
め

る
荘
厳
な
る
夕
日
は
感
動
し
明

日
への
活
力
に
繋
が
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
，
小
町
の
里
を
望
む

緑
の
風
景
は
心
が
安
ら
ぎ
豊

か
な
時
が
流
れ
ま
す
。

桜
川
や
乙
戸
沼
公
園
等
の

桜
咲
く
景
観
は
家
族
や
友
人

と
の
語
ら
い
の
場
所
で
心
華

や
ぐ
所
で
す
。
ま
た
、
日
本
一

の
作
付
け
面
積
・
収
穫
高
を

誇
る
レ
ン
コ
ン
の
田
園
風
景
は
、

土
浦
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

主
婦
の
目
線
、
子
育
て
の
経

験
、
介
護
の
経
験
を
活
か
し

て
と
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
き
、

13
年
前
に
初
当
選
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
議
員
活
動
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
。

と
に
か
く
皆
様
の
負
託
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
一
所
懸
命

取
り
組
む
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中

で
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
行
政

に
届
け
意
見
交
換
や
一
般
質
問

を
通
し
政
策
提
言
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
文
教
厚
生
委
員

会
で
の
８
年
間
は
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
問
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

【
４
期
目
の
抱
負
】

昨
年
制
定
さ
れ
た
議
会
基

本
条
例
を
遵
守
し
、
こ
の一
年
、

副
議
長
の
専
任
事
項
と
な
っ
て

い
る
広
報
広
聴
委
員
の
委
員
長

と
し
て
委
員
の
皆
様
や
議
会
事

務
局
の
皆
様
と
と
も
に
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
昨
年
の

11
月
24
日
に
、
初
の
議
会
報

告
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
本
年

の
５
月
に
２
回
目
と
な
る
議
会

報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
を
通
し
議
会
や
議

員
の
役
割
を
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
市
民
の
皆
様
と
の
意

見
交
換
を
行
い
市
政
の
諸
課
題

に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。
そ

し
て
、
市
政
の
発
展
と
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
誇
れ
る
土
浦
市
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
土
浦
市
と
な
る

よ
う
一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

【
自
己
紹
介
】

工
業
高
校
建
築
科
卒
業
後

専
門
学
校
で
土
木
工
学
を
学

び
民
間
会
社
に
て
土
木
の
技

術
者
と
し
て
多
く
の
現
場
を

経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
そ

の
後
国
会
議
員
秘
書
と
な
り

政
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
、
こ
の
間
に
阪
神
淡
路

大
震
災
が
発
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
当
時
仲
間
３
人
と

食
料
を
車
に
積
み
避
難
現
場

に
行
き
支
援
活
動
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
貴
重
な
財
産

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

霞
ヶ
浦
の
玄
関
の
街
、
桜
川
、

備
前
川
、
新
川
、
亀
城
公
園
、

筑
波
山
を
望
む
自
然
豊
か
な

地
域
、
自
然
災
害
の
少
な
い
地

域
、
冬
で
も
農
産
物
が
生
産

さ
れ
る
地
域
、
す
ば
ら
し
い
環

境
に
住
ん
で
い
ら
れ
る
こ
と
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

市
政
に
対
し
て
市
民
の
要

望
や
意
見
に
耳
を
傾
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
常
に
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
「
答
え
は
現
場
に
あ

り
」
で
す
。
現
場
に
赴
き
現

場
の
声
を
聞
く
こ
と
を
基
本

に
し
て
お
り
ま
す
。

【
４
期
目
の
抱
負
】

初
当
選
以
来
特
に
進
め
て

き
た
政
策
は
「
防
災
・
減
災
」

で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を

経
験
に
先
の
東
日
本
大
震
災

後
も
要
望
や
提
言
を
執
行
部

に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

平
成
21
年
10
月
８
日
未
明

に
宍
塚
上
高
津
地
域
竜
巻
被

害
が
発
生
し
２
人
が
人
的
被
害
、

200
軒
を
超
え
る
家
屋
に
被
害

を
も
た
ら
し
、
そ
の
後
つ
く
ば

市
北
条
地
内
で
大
規
模
の
竜

巻
が
発
生
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
９
月
の
関
東
東

北
豪
雨
に
お
け
る
鬼
怒
川
の
決

壊
や
熊
本
大
分
地
震
で
連
続
発

生
し
た
震
度
７
と
い
う
「
ま
さ

か
の
ま
さ
か
」も
起
こ
り
ま
し
た
。

今
後
必
ず
起
き
る
自
然
災

害
を
少
し
で
も
防
災
減
災
に

繋
が
る
よ
う
多
く
の
市
民
か

ら
声
を
聞
き
な
が
ら
「
震
災

被
害
者
」
を
出
さ
な
い
対
応

対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
自
己
紹
介
】

昭
和
28
年
８
月
10
日
生
ま

れ
62
歳
。
昭
和
51
年
か
ら
25

年
間
、
銀
行
に
勤
務
。
現
在

は
不
動
産
管
理
会
社
役
員
、

元
土
浦
市
監
査
委
員
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

何
と
言
っ
て
も
、
気
候
が

温
暖
で
、
美
味
し
い
果
物
・

野
菜
も
採
れ
、
水
の
心
配
も

無
く
、
本
当
に
住
み
や
す
い

町
で
す
。
好
き
な
と
こ
ろ
は
、

桜
の
花
と
花
火
で
す
が
、
特

に
桜
は
私
の
母
校
の
真
鍋
小

学
校
の
桜
で
す
。
校
庭
の
真

ん
中
の
５
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
老
樹
は
、
樹
齢
110
年
を
超

え
、
茨
城
県
の
天
然
記
念
物

に
も
指
定
さ
れ
、
毎
年
『
桜

を
楽
し
む
つ
ど
い
』
や
『
お
花

見
集
会
』
の
恒
例
行
事
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

わ
が
郷
土
「
土
浦
市
」
を

元
気
に
す
る
た
め
、
３
期
12

年
間
議
員
活
動
を
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
や
要
望
等
を
拝
聴
し
、

身
近
な
問
題
は
、
直
接
担
当

部
に
投
げ
か
け
、
大
き
な
問

題
や
提
案
は
、
執
行
部
に
一
般

質
問
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
、
明
日
の
土
浦
の
た

め
、今
、何
が
出
来
る
か
を
モ
ッ

ト
ー
に
議
員
活
動
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民

の
皆
様
の
声
を
、
市
政
に
反

映
で
き
る
よ
う
議
員
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
４
期
目
の
抱
負
】

文
教
厚
生
委
員
会
、
環
境

経
済
委
員
会
を
経
験
し
、
今

期
は
総
務
委
員
会
所
属
と
な

り
ま
し
た
。
総
務
委
員
会
は
、

市
長
公
室
・
総
務
部
、
そ
し

て
消
防
が
所
管
で
す
。
多
く

の
委
員
会
を
経
験
し
、
幅
広

い
観
点
か
ら
、
案
件
の
判
断

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

庭
先
の
花
が
バ
ラ
か
ら
紫
陽

花
へ
、
紫
陽
花
の
つ
や
や
か
な

葉
の
上
に
小
さ
な
ア
マ
ガ
エ
ル

が
・
・

　

童
謡
唱
歌「
あ
め
ふ
り
」～

あ
め
あ
め
ふ
れ
ふ
れ　

か
あ
さ

ん
が
～
想
い
出
さ
れ
る
季
節
の

到
来
で
す
ね
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
局

地
的
大
雨
は
、
昨
秋
の
関
東
・

東
北
豪
雨
災
害
で
鬼
怒
川
堤

防
が
決
壊
し
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。

　

土
浦
市
は
、
水
防
訓
練
を

先
の
５
月
28
日
に
佐
野
子
の
桜

川
左
岸
で
、
堤
防
の
決
壊
を
防

ぐ
工
法
や
水
難
工
法
を
実
施
。

　

災
害
を
最
小
限
度
に
食
い

止
め
る
た
め
の
備
え
、
自
助
、

そ
し
て
共
助
が
大
切
で
あ
る
。

（
前
委
員
長　
吉
田
千
鶴
子
）

矢　口　　清
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